
自主講座「認識台湾 RenshiTaiwan」

2025年度企画のお知らせ

“台湾・継続する植民地戦争”

 2025年度の自主講座「認識台湾 RenshiTaiwan」では、“台湾・継続する植民地戦争”を

統一的なテーマとする連続講座を開催します。

 戦争とは、主権国家の正規軍のあいだでだけおこなわれるわけではありません。アジア・アフリ

カの諸地域が植民地化される過程で、また植民地支配のなかで、苛酷な軍事行動が展開され

る一方、生活の場を破壊された現地住民が武器を手にとって抵抗する事態がくりかえされてき

ました。また、当初の大規模な軍事行動が終了したのちも「法的」装いのもとに占領体制が事実

上継続し、「平時」と「戦時」が未分化な状態が生まれがちでした。近年では、このように占領者

と現地住民の圧倒的に非対称的な軍事的対立を「植民地戦争」として捉えるべきことが提唱さ

れています（愼蒼宇『朝鮮植民地戦争』有志舎、2024年参照）。

それでは、台湾における「植民地戦争」はどのようなものだったのでしょうか？1874年の日

本による「台湾出兵」での日本軍と台湾先住民族との戦い（牡丹社事件）、1895年の下関講和

条約締結後における台湾征服戦争、さらに台湾先住民族居住地域の征服、台湾人を軍人・軍

属として動員した日中戦争、1947年の国民党政権に対する反政府反乱と軍事的鎮圧にそく

して考えます。

日時 講師 タイトル

5 月 21 日（水） 呉密察（元台湾大学教授）
台湾史とはなにか？（臺灣史是什麼?）

＊台湾華語による講演。通訳あり。

5 月 22 日（木）
宮岡真央子（福岡大学教授）

コメント：呉密察（元台湾大学教授）

台湾の先住民族からみる牡丹社事件

＊台湾華語によるコメント。通訳あり。

7 月 24 日（木） 新田龍希（台湾師範大学助理教授) 「割譲」と植民地戦争

7 月 31 日（木） 北村嘉恵（北海道大学教授）
非対称な戦争の記憶を掘る――台湾

先住民族の歴史経験と日本社会

9 月 3 日（水） 栖来ひかり（台湾在住文筆家） 陳澄波と 3 つの“戦争”

10 月２日（木） 駒込武（京都大学教授） 呉新榮と 3 つの“戦争”

＊日時も、講師も、タイトルも、仮のものです。今後、事情により変更される可能性があります。オンライン配信の

実施や会場情報を含めて、最新情報は Homepage（https://renshi-taiwan.sakura.ne.jp/wp/、3

月 4 日現在工事中） や Facebook(https://renshi-taiwan.sakura.ne.jp/wp/)でご確認ください。

＊ここに記した企画のほかに、王童監督「村と爆弾」（1987 年）やラウ・ケクフアット監督のドキュメンタリー

「島から島へ」（2024 年）の上映会なども検討中です。11 月以降の予定についても調整中です。

＊企画についてのお問い合わせは、自主講座「認識台湾 RenshiTaiwan」事務局までお寄せください。

E-mail: renshi.taiwan.seminar@gmail.com Tel & Fax:075-753-3034（京都大学駒込研究室）



Homepage（工事中）：https://renshi-taiwan.sakura.ne.jp/wp/

Facebook：https://www.facebook.com/groups/renshitaiwan

Twitter：https://x.com/renshitaiwan?

YouTube：https://www.youtube.com/@renshi.taiwan

2025年3月4日

各位

自主講座「認識台湾 RenshiTaiwan」

      代表  駒込 武

E-mail: renshi.taiwan.seminar@gmail.com

     Fax: 075-753-3034（京都大学駒込研究室）

自主講座「認識台湾 RenshiTaiwan」サポートのお願い

自主講座「認識台湾 RenshiTaiwan」は、2023年6月に駒込武の呼びかけで立ち上げ

られました。京都大学の教員や市民１０名程度で実行委員会を組織し、およそ2ヶ月に1回程

度のペースで台湾映画の上映会や講演会を開催してきました。

立ち上げのきっかけはウクライナ戦争です。ウクライナ戦争以後、「台湾問題」がにわかに

注目を浴びはじめましたが、「台湾」について学ぶことのできる場はかぎられています。台湾と

いうと「親日的」というイメージがありますが、それだけではわからないことがたくさんあります。

台湾の人たち自身は、自らの歴史をどのようにふりかえっているのでしょうか？ 現在、対外

的・対内的にどのような問題に直面しているのでしょうか？ そして、どのような未来をつくりだ

ろうとしているのでしょうか？ そうしたことを学ぶ場をつくりたい、そのことを通じて対等な立場

での信頼関係に基づいた友好を準備したいと考えています。

2023年度には京都大学の補助金を受けましたが、大学の研究費から支出できる費目は

限定されています。そこで24年度にはクラウドファンディングで寄せられた資金を原資として、

およそ2ヶ月に１回程度のペースで開催してきました。25年度にはあらためて有志のみなさま

からのカンパを募ることにより、 すべての市民に開かれた学びの場をできるかぎり無償で維

持していきたいと考えています。

カンパは、映画上映権料、国内外から講師としてお招きする方への旅費・滞在費、会場使

用料、チラシやポスターの制作費、運営スタッフへの謝金、、Webページの制作と管理などに

使用します。

カンパの振込先は下記の通りです。

京都銀行 修学院支店（支店番号１４５） 普通 口座番号３３２９７２４

口座名称 自主講座「認識台湾」 代表 駒込 武

カンパをお振り込みいいただいた方は、事務局宛に「領収書の必要/不要」「HPへのお名

前の掲載の可否（実名掲載可/イニシャルのみ掲載可/掲載不可）をお知らせいただけました

ら幸いです。ご連絡いただけた方には2025年度末に会計報告をお送りします。

以上


